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具体的な計画をつくるには？

～助成事業実施団体の経験の語りから～



自己紹介

●プロフィール
名　前　喜田亮子
所　属　（一財）町田市地域活動サポートオフィス事務局長
住まい　大和市

経　歴
大学卒業後財団法人トヨタ財団（現公益財団法人トヨタ財団）に入
職。国内外の研究や事業への助成の企画開発、運営等を担当。2014年
からは日本各地の地域づくりに対する助成の企画開発、運営を担当。
 
2019年設立と同時に学生時代を過ごした町田市で市民活動・NPO等の
支援をする中間支援組織「一般財団法人町田市地域活動サポートオフ
ィス」に入職。同年10月より事務局長。
 



相談

講座 マッチング
イベント実施 伴走サポート



事業事例①　町田市市民協働フェスティバルまちカフェ！
まちカフェ！は失敗も大歓迎のチャレンジの場。まちカフェ！は違いを
乗り越えて一緒に何かに取り組む協働を楽しむ場。

事業事例②　みんなの経験共有会
一人ひとりの経験や挑戦を市民の知にしていく場「みんなの経験共有
会」これまでに14回実施。ホームページでレポート掲載しています。

町田市地域活動サポートオフィスで
大事にしていること

●地域に根ざした「中間支援組織」だからこそ地域で活動する団体同
　士の学び合い、相互支援を支える

●市民活動の多元性、多様性を共有の知にするためにも経験を言葉に
　するお手伝いをする



助成金について私が考えること

●具体的な計画をつくること　
　　　　　　　　　≠　取り組みを実行できること

●具体的な計画をつくり実行すること
　　　　　　　　　≠　いま団体にとって必要なこと
　　　　　　　　　≠　すべての団体・活動にとって必要なこと

●求められる「具体性」は枠組みによって違う

「具体的な計画」をつくるには？の前提



助成金について私が考えること

助成金は、通常1年、長くて2－3年と期間が決まっています。ですので、団体の普段の
活動に 継続して活用することは難しい資金です。立ち上げ期や仕組み化、普及啓発期
に活用する と有効！

事業の計画だけでなく、団体・組織として助成金をどう「計画的」に活用するかとい
う中長期的な視点を持って活用していくと良いと思います。

まとまった金額となる「助成金」を活用して、ふだんの活動を支える「資源（≠資
金）」につなげましょう。



助成金について私が考えること

要因

「具体的な計画」をつくるには？

目的

現状

ゴール
目標

解決策

目標解決策

課題

要因

事業①助成事業

ここが具体的
だと解決策も
具体的になる あるある　ここから

発想してしまう

要因
事業②



不登校の子
を持つ保護
者の孤立

居場所が
（質と量）
広がらない

助成金について私が考えること

「具体的な計画」をつくるには？
多様な学びプロジェクトの計画で書かれていた課題と要因

具体的なデー
タで説明


